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「大中っ子の心を見つめる教育週間」のスタートである  

6月 24日(土)に土曜授業を開催しました。1校時の全校

道徳、２校時の学級道徳、続けて学級懇談会（2年生は学年

懇談会）に多くの保護者、地域の皆様に御来校していただき

ました。  

《1校時》全校道徳 

「自分がされてイヤなことは、人にしてはいけない」の善し

悪しについて話し合い、最善解をみいだすことをめあてに学

習を行いました。599名の生徒と職員、参観されてた方々

が一緒になり、小グループで話し合ったり、全体で意見を共

有したりしながら考えました。1時間の学習をとおして、左

のまとめにたどり着きました。毎日の何げない一挙一動に

相手を思いやることをお互いできる集団でありたいと確か

め合うことができました。 

《2校時》学級道徳 

１年生：生命誕生 2年生：生命の尊さ 3年生：臓器移植 

を題材に、「命」について考えました。 

   

 「大中っ子の心を見つめる教育週間」は 7月 4日まで続き

ます。期間中の全授業を公開していますので、どうぞ御来校

ください。期間中の時間割は大村中学校のサイトで確認でき

ます。また、6月 24日(土)の様子を、大村中学校のサイト

「活動の様子」にアップしていますので、ぜひ御覧ください。 

大村中学校 ＵＲＬ 

 https://www.city.omura.nagasaki.jp/kyoiku/kyoiku/shiritsugakko/naka/omura/ 

登下校の時間帯は特に注意をお願いします 

学校周辺の横断歩道は見通しがあ

まりよくありません。先日も、登校中

の小学生が自家用車と接触しそうに

なり、警察の方も心配して見に来ら

れました。 

 

6/24(土)公開道徳授業参観・懇談会参加 

ありがとうございました！ 
              

《がん教育講話》について 

がん専門看護師・キャンサーサポート

担当者による講演を行います。道徳の授

業とは違った視点から命を見つめる学

習になります。 

保護者の皆様も参観もできます。リモ

ートでの実施となりますので、参観をさ

れる場合は、お子様の学級の教室で御参

観ください。 

日時：7 月 4 日(火) 14:00～15:10 

場所：各教室 

https://www.city.omura.nagasaki.jp/kyoiku/kyoiku/shiritsugakko/naka/omura/


 

 

 

の行事予定 

 

04日 

07日 

 

 

 

 

 

14日 

18日 

19日 

20日 

 

22日 

24日 

 

 

(火) 

(金) 

 

 

 

 

 

(金) 

(火) 

(水) 

(木) 

 

(土) 

(月) 

 

 

がん教育講話 14:00～15:10 

県算数・数学教育研究大会 

会場：大村中学校 

ＰＴＡファミリープログラム 

19:00～体育館 

※部活動 18:00まで 

 完全下校 18:15 

生徒総会 

県中総体激励会 

大掃除 

終業式 ※給食はありません 

吹奏楽コンクール激励会 

県中総体  ～24日(月) 

二者面談・三者面談 ～8月 1日 

 

 

学校支援会議とは？？ 

 「子どもの健全育成」「家庭教育支

援」「地域活性化支援」を目的とし、学

校の職員、保護者、地域住民の代表

者で話し合う会議です。 

大村中学校の学校支援会議は、学

校評議員３名、主任児童委員２名、ＰＴ

Ａ会長、学校職員（校長・副校長・教

頭・主幹教諭）で構成されています。 

学校支援会議を行いました!! 

６月２４日（土）11:00～12:00 学校支

援会議を本校にて開催しました。学校評議

員、主任児童委員の方々に１，２校時の全

校道徳や学級道徳の参観をとおして生徒

たちのようす、学校のようすを見ていただ

き、本校の課題や生徒たちを取り巻く問題

について意見を交換しました。 

参加された方は、真面目に学習に取り組

む生徒たちのことを褒めてくださいまし

た。また、地域の方の力をかりて取り組む

総合的な学習の時間の職場体験学習の事

業所開拓や伝統芸能の講師等の紹介等に

ついてもお話することができました。 

明るい日と書いて「明日
あ し た

」 
 

私たちは、「明日」という言葉を“翌日”という意

味で使っています。もともと「明日」は“朝”という

意味で使われていたそうです。しかし、中世以降、特

別なことがあった次の日の朝を指すようになり、その

後“翌日”という意味で使われるようになったそうで

す。 

太陽が明るく照っている時間という意味をもつ「明

日」という漢字は、やがて迎える朝が今日よりも素敵

で、特別な日になることを期待したものであることが

わかります。 

今日の自分は、昨日と同じではありません。何かが

少し変わり、成長しているはずです。とすると、実は

毎日、特別な“朝”を迎えているといってもよいよう

に思えます。 

テストを終え、「明日から頑 

張ろう」と思っている生徒たち 

が、自らの力で今日よりも明 

るく、素敵な次の日「明日」 

を迎えられるように、これから 

も保護者や地域の皆様と一緒に 

支えていきたいと思います。 


